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9 各種昆虫 の殺虫剤 に対すも担抗性の研究 革.1報 コt･モジテ ミの DDT--&び

B耶 に対す る抵抗性の増大 安富和男_(E3立予防穂並研究所 昆虫研究部 27,3,5受理 ′

1.緒 言

昆虫が殺虫剤lF抵抗性を埼大するという現象はBa-

b.ers":t=紬 は,Melander(1-J14?,～;品 ノナカ-
ルカイガさで認め,その後アメ.)九 ヨ-ワッバの各 ･

地で他の昆虫においても各位の殺虫卿 こ対して次々た

報ぜられ ナS,ノアカマルカイガラ,S,ヨウジヨ.ifく

エ･_.∃ドT)I/甲については恕伝的刑死も行われた｡ま
'た投近は DDT 抵抗性のイ･エバェについて形態的,I.

生態的,生理的の各方耐 こわたる研究が行われているー

が,研究者が個々に専門の分野の与から宍晩を行い,

｢抵抗性の本体や機構｣については末だ統一性を欠き,＼

粁束に問題の多くを飼している0本邦においては現在

迄 ｢抵抗性の桁大現象jに関する何等の実扱報告もな'

い｡

コp妄ジヲミ_のDDTに対する抵抗性の増大に関I

あるO-即ち3齢仔虫を用い,世代毎に大体75%の死亡

率を怒起させるIDDT.粉末を接触させたけれt'も･ 了

W 8脚 隠 退後も何等抵抗性の椅大を京さなかったとい

うし,また4OOOE7秒成虫を位か10頭 (8頭が雌)生国

るだけの整定に曝しt-の子孫を DDT と接触させる ~

-こ､となく61[ヒ代の問飼育桁措して宍敬 二供したところ,

抵抗性の和犬は認められなかった阜いうo

l 筆者は菜内で飼育樹超したコ｡キジラミ成虫を恥 ･

て PP'-DDT及び γ-BIICノに対する抵抗性の和犬 ▲

を実験したので現任迄に得られた結果を砺題め第1報

として胡背する次第である｡-.本文に入るに先だち常々

御恕切な御指導をいたi'き口原稿御校閲の労をとられ

･た'4171比奈正二郎技官た放く感謝する｡また供試虫の飼

＼ー

一青に御苦労頂いた伝決病m･究Wr符生動物研究室飯田鈴 _

曽氏に改謝するo

II. 実験材料及び飼育方法 / ノ

･ 本実験に供試したコ.7キジヲ､トPediculusJhuman- 1

uscorPorisdeGeer､は最初克京上野の浮浪者よ･り鍵

残され,東京都を通じて入手した系統を 28oC の定 .

氾器中におき,臼に2回.20分宛上脚部よ.り人血を吸 ,-

あせて発育させた成虫である｡

ⅠII..文 験 方 法 t

霞 9cm,のS,ヤーレの促に柑駅をしき,化学的に純

粋な 3･L･'-DDT 及び ･γ-l31IC の弁難正を含んだア

亘 トン溶液 '1cc を均一に亨打やし.アセ トyの紐発後

各軍艶 各班昆区とも仰耽仰 0両宛を入れ,′28oC Ea

係振放73%(NaCll'.r'd和折液で湿圧を調節した幣閑水.
盤中に接触用シャーレを入れそれをrtlJE氾裾巾におく)

の恒温恒湿Ffiや 24時nLt舷触させ,fJTf潔な描紙をLlT

たシャ予 に移して･iEに 2m .hfr･T',m ff.して生痕 戯rl
した くビ･/セットの光で刺放し少しでも効くものは生

とP倣した｡)また東独小も吸血させた｡
本報倍文中における DI)T 抵抗性系統とは成虫を

その50%以上が死亡する♪3)'-I)DT の柴iiiiに塵触 さ

せて生環ったものに珪卵させ,それより好†m 生育し

歳虫にならたものに同様の処理を繰返としたもの (.3

1tt代)であり,BⅡC抵抗性系統と.は γ二DilC にTお

ける同様な処理を2世代行うたものである｡

ⅠⅤ二･茸 験 結 果

LI♪'･DDTの希現先における致死率の関係を窮に示

すと妨1炎の如くで,また γ-nIIC の各班LulLにおけ

る致死率の調係を炎読すると耶2兆の如くである｡､'､

Table1.･Moftalityofll'ce24hours､afterexposureto-residuesof♪〆-DDT.

DosAage (mg.)A

咋ale 40..7 50.9 .67.5 7白._r ;83_.3 A.P93.8 / ド

DDT-resistaⅠーtCOlony/ . FemalelI ●.千-I 10.7:二二22.2_..-41.0一p50二o~;
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TAT)1e2･ Mortalitヂ~of〉lice24hoursafterlexposdretoresiduesofγ-BHC.

Dosage (mg.)

･-.Str-airl,71: 了 SeX一_-:J. 0.申2:Ao.004..∴0.006 _~LOjOO8 ㌔_UJ016 :.pO.032 0.064

:+､ke ,laJrtolon - Female十二 /てlo_.7 'iq.7 ~~｢~-1-....■=lllll■-761-5_-_ 96'L.7_I lPU.0

J.Male■:∴ :_.∵6_7∴ て~31.3-■_73.91 :'9f;._2 ーlOO.O

､▲Table3. SllmmaryOfdataofexperimentsfor3'9′-DDT.

DDT-._ 早 Y去.4.56587+1,3839~(Ⅹt1-2.9.3964)二 I.二0.494∴ 2 ･>O.O5 ,0.01360.■0.1429g~

Table4. Sum.甲aryOfdataofexperimentsforγ-BHC･

さェ ∴二 二三 ∴ t こ- I;≒ + ;-:::I-≡::I:≡:--=ご

重 臣 ･≡ ≡ 霊 ≡.蛋 - 監 雷

≒ = 幸 三 ≒ ≡ ≒
三 三 三 三 ≡ 二 一一÷ ÷ ÷ 十 三 -三

一 押'こDDT-及び-㍗-B甲Cにおける結果より7'T'ピ

ッ｣,に変換した致坪琴と薬量?対&_との関係を回府方∴′

哉式に求め,これに対すろ x2試敬を行うた.-その結-_,

射 ま的3′4誠に示す如くで,いずれも困窮胆と回帰直

･孤とのnul峠は地山訳歪の砲田内で一致が誼められた｡

Ⅴ.考 蕪

∴コロモジラミ成虫を退去3脚 モL'3'′-DDTで処理,､一

I.淘汰すれ畔準抗性を著しく増大し,凄た γ-BHC､′で

過去2世代淘汰して/も償抗性を轍大することは第5琴

において DpT或ほやIIC に抵抗性の系統と対照区

の中央野 憾 量 (LD-50):を比較すれば靭著である｡

劫下各々,の場合につい七更に細く検討し Bl'ss(19

･こ35)a_)､の次の式を用いて正確な吟睦を試みた.

4 2

xa2- 〔(ar-rag)-bh(方】-鈎)]2

∫ J ∴ 気 嵩与志 十覧 許

_/.. ･＼牢 琵 ･･
■

(1) 雌埴生抗力の相違

雌雄の抵抗性の差異について前述のJBliss-の式を

恥 ,て統計学的吟味をtfLた｡ゑP'-DDT と全く接

触させることなく飼育したコ.｡､モジラ･ミ､(対.qEi区)-雌

雄は,PP･-I)i)TF対して第 5謝 こ示す3'とく,有意

な数値が鰐られ占｡印ち助 士雄よりこもPPTLDD'T に

対する抵抗性が大であった｡しかti一方,～抵抗性系統

においてはむしろ準の方が ･LD150が大で'ぁったが,

統計的な吟味をした結弛 土有意な数値ではなかった0

7-Bflt と全く襲髄させることなく飼育した対刑区の+ '
雌酪も,また叩 C担革性系統の雌椎もγ:PHCに対

して第 5粛 こ京すご.とく有意な数倍が得られた｡即ち

雌は雄よ.りもγ-13甲Cに対する抵抗性が大であったO 一
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Tahle5･ が-testforthediscrepancyhetwe'entheregressionlinesGttedtofemale

andmaleseries.

Insecticide . Strain l' ･bd. xa2 ･:xb匂 X"℡+Xb空 pn 'P,

DDT' ･Re釘lla'r p1.0078(I 8.05718 ~0._01253 8.06971 -:2 く0.d5
DDT-resistaーlt 1.27518 OJO3799 0こ75678 0.79477_ 2~:.L.>0.05 .

BHC.I ･Regular 5.27686 15.02939 0.30908l15.33847 12 <0.05.I

Table＼6･ MedianlethaldoseofL'P'-DDTandi,-BHCtohumanbodylouse.

Table7･ X2-testforthediscrepancybetw-,eenthetime-TPOrtalitycurvesRttedto
regtllarandresistantcolonies.､

:･ : ∴ ∴ . :･･'･･･ Ill ･･';

(2) DDT に対する毛抗性の喝大

♪F-DDT に轟触させるtとなく飼育した対.m区

のシラミ涌 荒す中央致死薬丑は嘩30.93mg.雄2ラ.34

m女.であるのに比較して抵抗性系統のそれは嘩 1792

血g.堆 1897mg.であり,伴か3回の淘汰の結果確で′

57･9倍.唯で 69･4倍抵抗性の聯大が認められた.

(郡6衆lo I

(3) BEC把於ける生抗性の増大

-γ-lm Cに接触さやることなく飼育した対･q区が示

す中央致死瑛丑は雌 0･006131mg･堆0･tJ04242mg.

である甲に比校して抵抗性系統のそれは雌 O･01535

iT)g,排 0.0106mg.であり2回の淘汰の結果,雌で

2･5倍,.雄で2･26倍抵抗性の坤快 が認められた(節6表)a

(′4) DDT抵抗性雌b ZtHCに対する抵抗性

pp'-pDTで3回淘汰した D'DT抵抗性系統の畔

は中央致死盛丑 0.Oi92t･mg.を訳し那 tのW LD-50

0.OU6131tT)g.)に比較して3.15倍ゐ抵抗力が認められた

即ち木宍掛こ恥 ･た DDT 抵抗性の4°モジブミは

y-BIICに対してもまた抵抗性が大であった(節6淡)0

Ⅴ. 摘 要

(1) 刀O'-(上野で探岱され夷取去で聯括したコP.i

ジラミ成dlを川いて ♪P'-DDT 及び y-BHC に対

する抵抗性の桁大を突放した｡.

(2) Ap'-DDT による3他代の淘汰の結果対照

区に比較して小火致死窮迫で排が 57.9倍,.雄が69.4

倍抵抗性を樹大した.

(3) γ-BHC_による2世代の淘汰の結果対fm区に

比較して中央致死率丑で嘩が2･5倍,椛が2･126桁抵抗

性を和犬L/た.

(4) DDT担抗性の7rL77:総は γ-BIIC に対しても

また奴抗性が大であったo

･(5) ね'-DD.T に対する脚 tBUL-))の塁災にら

いては未だ明言し難く,㍗-BHCに対してけ雌が雌よ

り抵抗力が大である-｡
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NoreliabledatahasyetbeellPresentedon

theincTiea占e"oftheresistan-ceof the huEnat7 -

LmdylouseforthE>insecticides!

rlnthe.presentstudy used a-~S!rain'ofthe
licecollected,from-uenoinTokyoand have

been-bredin ourllaboIatory･Theadult'll'ce
､vcre'exp_osed-ontheresiduesofvariousamor･

lZntS･O L♪h'-DDTaddγ-BHCappliedtofilterべ

J'aPerinapetri dish(9ch indiameter).The

(lcsircdresidueswereobtainedPy'dilutingthe一＼
insccticidcinacetone･Aftertheexp0号ureOf

24hoilTStheliceweretransferredtoa･clean

Eiltcrpaper,andfedwithhumanblpod■tlVice Ii
intllCSucceeding24hours,then'thenor_tality~.
waSCL･amined. ,

1･:J'Om thesedatatheregressionofprobit

mo一t.llitvonlog-dosage wascomputed,andー-

thc(Iosagercquircdtoproduce50percentmor'

tallt)･(LD-50) wasobtainedasabasisfor

eonlPILrisonofresistance.

'1'hc.tcsHicewereexposedtoseveraldosages

such astoglVe more than-50 per､cenLt･

rnoTtality,andthrice thesimilarteratment .

■

~欝 17 蚊

tvasrepea苦edbineac.hgeneratiorlontheprog-
enyofthesurvivors.Bythe3rd generation

theliceshowedmuchgreaterresistancethan'･It
theregu一arcolonyth.athad.neverbeenexpos-.

edtoibiscompo.lnd..TheLDl5Owas1792mg./

forthefemaleand1897mg･/for.themaleJot

theresistantColony,whereas30･93mg･and27.I

34mg･forth9regularcolony･-an indication
thatthe resistantcolony could endure57･.9

to69.4-times as'muぐh二DDTAstheregular

colony.TheLD-50∵forthefemaleoftheDDT-1
resiLitaptoclonyexposed to γ-BHC was3･15/･

timestllatOftheregularcolony. メ
ーA similarco甲Parisoninγ-IiHCwasmade

b号tWeentheliceoftheregularcolony.andthe
I

experimentalI3Ⅰ王C-resistantcolony thathas

bleendevelopedexper享mentallyduringthepast
twogenez･ations.The LD-5Owas′0.U1535mg.

forthefemaleand0.0106mg.forthemaleof

theresistantcolonyIW'hcreasO･006131mg.and

0.004242nlg.fortheregularcolony･TheI3HC- t

resistantcolonyshowed2･26to2･5times,as

much■increasedresistanceastheregul;lrCol

Ony･

抄

＼

ノ ′

･BHC各異性体の組招内分布と蓄積性及び排姫性に
I

朗て い･DavidolVand_J･P･･Frawley:Proc･

Soc･EL･ptl.Biol.Med･,76,780(1951)i
ヽluICが境等或は撒粉した後も可成長期間その効果

･を拍鰍卜る恥 も 甲 Cが農業用殺虫剤として極めて

.松方な性Ttの一つであるが,-A-両このために BHC

が附177している先物を食べると詔作用を及ぼす危険が

iLf_じてくる｡ そこで JiHC の急性と慢性の出iii作用

を1描朋するために本突放を行った｡ し今迄に一回の燕刑

の超口授与による創生i'ru'=作用は･γ,_a,8･β 体̀の収に

窃くなる輔が知られて居るが慢性毒作月ゆ 実験ではI
β体が最も毒性強く,次いで α,㍗,8･体のIE折である串

が判明したOこの現象を解明す争たわに..BHC の組

織内分布と.軽々の異性体を含有する食餌を与えた後

の各異性体の蓄践性及び食餌からBHCを除去した後

･の各典性体の脂肪厨からの排粧性に就いて宍放した｡

輸､γ 体は主として脂肪暦に蓄出され石和ま己に当研

究墓から発表したO

試殴方法 .･この研究に使用 した鼠は Osblorne一

･̂'Tehdel系のもので,少丘の玉句末油に野解したBH,CJ
44

各只性体を加えた食餌で.飼育した｡ BH_Cの分析は

Davidowand_Woodard.の紫外映スペクトル法に

より,BHC を 1,2,4-trichlorobenzeneに変化さ

､しその吸収スペクトルにより定放した｡光づrlHCの

組損的分布を調･iるため鼠を,α,γ.B 各98･性体は

8UOp･p･m"､β体は 100p･p̀m.を合有する食餌で約

20ケ月間飼育した後,之を殺してその組織を分析したO

犬は体重11-16kgのものを用い,二a仙 土5%,γ休

,㌔(羊2%,.又 8触 ま1036を含む正司要地のゼラチ㌢

キャプセルを与え;P体注油に浴け軌 ､ためO.2%の割＼

合で食餌に況入し琉 犬に対する各虫性休の投与丑は

大体同程好ゐ毒性を示す珠に加班L,1=｡甜 生の研兜∫

には体重 140-200g の鼠を用い BIiC各展性体を夫

･{100p･p･m･含有する朱印を与え各会鍬 ごついて
2週間毎に,雌雄各2世づ しめ鼠を投じてその脚部脂

堺暦を分析した｡二又排壮性の研究には体重 .50-80g･ノ′
の鼠を月九･,.BHCの蓄抗丘が最大となる6辺ヨrulゐruJ,

各虫性体を100p.p.m.含む食餌を与え;その筏力lIC

由 布せぬ食 餌にき りかえた｡ 調査には唯堆12匹

づ のゝ良を6週間の肝癌期間後に殺し'その後1週間母


